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U.S. Military Presence and Iran’s Increasing Military 
Capabilities in the Persian Gulf: Evolving Gulf 







From the beginning of the Trump administration, the U.S. military presence in 
Gulf Cooperation Council (GCC) countries has rapidly evolved. Specifically, the 
number of U.S. Air Force soldiers stationed in Qatar, United Arab Emirates, and 
Kuwait has been significantly reduced. This may be a result of President Trump’s 
preference to minimize the level of U.S. troops deployed in the region. Conversely, 
the United States has maintained its naval presence in the gulf, including an aircraft 
carrier strike group and naval troops in Bahrain. In the same period, Iran has 
remarkably expanded its military capabilities after developing sophisticated new 
missile systems, drones, and submarines. Combined with recent hostile events in 
the gulf, this situation has heightened concerns about gulf security, in particular, 
to ensure the safe passage of crude oil destined for all parts of the world. Current 
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湾岸地域でのアメリカ軍の縮小とイラン戦力の拡充——サウジアラビアの安全保障をめぐって—— 








































カの Defense Manpower Data Centerの統計 3であるが、同統計では今年 5月初めに最新の
                                                        
1 トランプ大統領のアフガニスタンからの削減方針に関し、日本経済新聞は「半減」と報道
し、Dow Jones Newswiresは「アメリカ軍 14,000の数を 7000人以上減らす」と報道。ロイ
ターは「アメリカ軍 14,000の数を 5000人以上減らす方針」と報道している。いずれも2018
年 12月 21日付け。ここではほぼ半減とした。 
2 福田安志「アメリカの中東関与の変化とロシアの進出、湾岸への影響」、『中東レビュー第 5
号』、2018年 3月。 





































た 2011 年を境にして減少が続いていた。そして、オバマ政権末期の 2016 年になると、















少がさらに進んだ。   
2017年 1月にトランプ政権が発足したが、トランプ政権の発足時には GCC諸国におけ
るアメリカの兵力配置政策は固まっていなかった。当初は、グラフ（1）に示したように、








は、2017 年 6 月に米国防総省に対し、数千人規模のアメリカ軍部隊をアフガニスタンに
新規に派遣する権限を与えている 5。そして、同年 8月 31日には、マティス国防長官が
アフガニスタンへアメリカ軍を増派する命令を出している 6。そうした動きを受けてアフ
ガニスタンでのアメリカ兵の数は増加し、2017年 3月 31日付の統計では 8,927人（内空
軍兵は 707人）だったアフガニスタン駐留のアメリカ兵の数は、同 2017年 9月 30日には
















                                                        
4 2017年 2月 5日付 Arab News紙、“Iran world’s biggest state sponsor of terrorism: US”. 
 http://www.arabnews.com/node/1049411/middle-east（2017年 2月 5日アクセス） 
5 2017年 6月 14日付 Dow Jones Institutional News、“White House Hands Say Over Afghan Troop 
Levels to Military.” 
6 2017年 9月 1日付 Reuters News、“Mattis signs orders to send additional troops to Afghanistan.”  
 https://www.reuters.com/article/us-usa-afghanistan-military-idUSKCN1BB2JC（2017年 9月 1日ア
クセス） 
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タルには最盛期には 1万人を超すアメリカ兵が駐留していたが、2014年 3月 31日の段階
でも 6,940人（内空軍兵は 5,253人）のアメリカ軍兵士が駐留していた。しかし、その数
は 2017年 3月 31日付の統計では 951人（内空軍兵は 579人）に減少し 、前述のように
一時増加した後、2017年 12月 31日には再び 529人（内空軍兵は 238人）に減少し 、そ
の状態が現在まで続いている。その兵員数は、基地には、基地施設や物資の保守管理要
員を残すのみで、すでに実戦部隊は駐留していないことを示している。 
同様に、アラブ首長国連邦の基地には 2014年 3月 31日に 4,021人（内空軍兵は 2,260
人）のアメリカ軍兵士が駐留していたが、2018年 3月 31日には 403人（内空軍兵はわず
か 90 人）に減少している。クウェートでは 2014 年 3 月 31 日に 7,858 人（内陸軍兵が
6,165人、空軍兵は 1,474人、海兵隊が 169人など）の駐留兵がいたが、2017年 12月 31













8 アメリカは 2018年 10月に 4基のパトリオット・ミサイルシステムをクウェート（2基）、バ
ハレーン（1 基）、ヨルダント（1 基）から撤収している。中国とロシアへ対応するためと
される。2018年 9月 24日付 Reuters News、“Kuwait calls U.S. decision to remove missile systems 
'routine'.”  https://www.reuters.com/article/us-usa-middle-east-diplomacy-kuwait/kuwait-calls-us-





















の移動元と、9月以降の移動先について、アメリカの Defense Manpower Data Centerの統
計で検討してみよう。同統計によると、GCC諸国に駐留した空軍兵力は 2017年 6月に合
計で 597人であったが、同 9月に 8,068人に増加し、同 12月に 451人に再び減少してい
る。9月前後で 7,471人の空軍兵士が増加し、7,617人が減少しているのである。 
同統計で 2017年 9月前後のアメリカ国内と世界各地の空軍兵力の移動状況を見てみる















続いて 9 月以降には、GCC 諸国の空軍兵力が 7,617 人削減されたが、アメリカ国内の
空軍兵力が増加しており、GCC 諸国から撤収した空軍兵力の大部分はアメリカ国内の基



















バハレーンに駐留したアメリカ兵の数を見てみよう。その数は 2017年 3月に 5,259人
（うち海軍 4,172人、海兵隊 930人、空軍 20人など）であったが、同年 9月には GCC諸
国での兵力が増強される中でバハレーンでも増加し 8,598人（うち海軍 6,920人、海兵隊
1,278人、空軍 34人など）になった。その後は、同年 12月には 7,193人（うち海軍 6,685
人、海兵隊 273人、空軍 25人など）になり、そして、2018年 3月には 4,173人（うち海




2017年 11月にペルシャ湾に入った空母 Theodore Rooseveltには 7,500人が乗船していた
                                                        
10 同統計ではアメリカ国内の空軍総兵力は 6月から 9月にかけて 3,488人減少している。表で
「所在が特定できない兵員」（unknown）に区分されている空軍兵員は 6 月には 10,069 人い
たが 9月には 3,264人に減少している。続いて、9月から 12月にかけては、国内の空軍総兵
力は 14,046人増加している。unknown に区分された空軍兵力は 1,122人に減少。12月の表
では、GCC 諸国を含む中東からの帰還兵以外にも、移動中の兵員の移動完了、その他の地
域からの帰還兵、新兵の補充などがあり増加したものと考えられる。 
11 2008年から 2013年までは年 1回 9月の統計のみが公表され、2013年 12月からは 3か月ご
との統計が公表されている。 
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ランス政策が進められる中で、同年 2 月のアメリカの軍事予算の削減以降は 1 隻体制と
なることが多くなった 13。さらに、2015年 10月 9日には、空母 Theodore Rooseveltがペ
ルシャ湾を離れペルシャ湾でのアメリカの空母はゼロとなっている。ペルシャ湾でアメ
リカの空母がゼロとなったのは 2007年以来初めての事とされる 14。 
それから 2か月以上が経過した 2015年 12月 14日には、空母 Harry S. Trumanがペル
シャ湾に入り 2016年 6月まで滞在。続いて、空母 Dwight D. Eisenhowerが 6月 28日から
12 月 26 日まで地中海やペルシャ湾に滞在。その後は、約 3 か月の空母不在の期間を経
て、2017年 3月 21日に空母 George H.W. Bushがホルムズ海峡を通過してペルシャ湾へ
入っている 15。トランプ政権になって初めてペルシャ湾地域に配置されたアメリカ空母
である。その後交代した空母 Nimitzが、2017年 10月 25日にペルシャ湾を離れた後は、
11月 30日に Theodore Rooseveltが到着するまでは 1か月以上空母が不在となっている。
Theodore Rooseveltは 4か月間ペルシャ湾に滞在し、イラク・シリア空爆とアフガニスタ
ンでの作戦を実施した後 16、2018年 3月末にペルシャ湾を離れた。その後は 2018年 12
月 21日に空母 John C. Stennisがペルシャ湾に入るまで、9か月間ペルシャ湾では空母が不
在であった 17。このように長期間にわたりペルシャ湾でアメリカの空母が不在となるの
は、少なくとも 2001年の同時多発テロ時期以来、初めてのことであった。 
                                                        
12 2017 年 11 月 30 日付け U.S. Naval Institute News、“Aircraft Carrier USS Theodore Roosevelt 
Enters Persian Gulf”.  https://news.usni.org/2017/11/30/theodore-roosevelt-carrier-strike-group-
enters-persian-gulf（2017年 11月 30日アクセス） 
13  2013 年 8 月 29 日 付 け Gulf News、“US Navy increases carrier presence in Gulf.  
https://gulfnews.com/world/gulf/bahrain/us-navy-increases-carrier-presence-in-gulf-1.1225267 
（2013年 8月 29日アクセス） 
14 2015 年 10 月 9 日付け STARS AND STRIPES、“As USS Theodore Roosevelt exits, US has no 
carriers in Persian Gulf”.  https://www.stripes.com/news/as-uss-theodore-roosevelt-exits-us-has-
no-carriers-in-persian-gulf-1.372488（2015年 10月 9日アクセス） 
15 2017年 3月 21日付 Reuters News、“First U.S. carrier returns to Gulf since Trump inauguration.”  
https://www.reuters.com/article/us-mideast-security-gulf-carrier-idUSKBN16S1QS （2017年 3月
21日アクセス） 
16 アメリカの空母が同時に 2つの作戦を行うのは初めての事であったとされる。 
17 2018年 12月 21日付け Associated Press Newswires、“US aircraft carrier enters Persian Gulf after 
long absence”.   
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空母名 ペルシャ湾等での滞在期間   
Theodore Roosevelt 2015年 4月 6日から 10月 9日まで（後 2か月不在） 
Harry S. Truman 2015年 12月 14日から 2016年 6月まで 
Dwight D. Eisenhower 2016年 6月 28日から 12月 26日まで（後 3か月不在） 
George H.W. Bush 2017年 3月 21から 7月末頃まで 
Nimitz 2017年 7月末から 10月 25日まで（後 1か月不在） 
Theodore Roosevelt 2017年 11月 30日から 2018年 3月末まで（後 9か月不在） 
John C. Stennis 2018年 12月 21日から 4月 7日頃まで（後 1か月不在） 


























                                                        
https://www.voanews.com/middle-east/voa-news-iran/us-aircraft-carrier-enters-persian-gulf-after-
long-absence（2018年 12月 21日アクセス） 
18これらの打撃群はシリアやイエメン沖合で作戦を行ったこともあり、かならずしも全期間
ペルシャ湾に滞在したわけではない。表には、2019年 5月の空母 Abraham Lincolnの派遣を
追記した。 
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12)とミサイル（Akhgar ）の量産を開始している 21。1,000 キロの航続距離のあるドロー












20 2018年 10月 1日付Mehr News Agency、“6 missiles, 7 combat drones launched at Ahvaz attack 
ringleaders’ HQ.”  https://en.mehrnews.com/news/138227/6-missiles-7-combat-drones-launched-
at-Ahvaz-attack-ringleaders （2018年 10月 1日アクセス） 
21 2019年 3月 1日付Mehr News Agency、“Iran launches Kaman-12 UAV, Akhgar missile production 
lines.”  https://en.mehrnews.com/news/142978/Iran-launches-Kaman-12-UAV-Akhgar-missile-
production-lines （2019年 3月 1日アクセス） 
22  2019 年 3 月 1 日付 Teheran Times、“Iran launches mass production of combat drone.”  
https://www.tehrantimes.com/news/433554/Iran-launches-mass-production-of-combat-drone 
（2019年 3月 1日アクセス）および、2019年 3月 14日付 Mehr News Agency、“IRGC launches 
massive drone wargame over Persian Gulf”  https://en.mehrnews.com/news/143406/IRGC-
launches-massive-drone-wargame-over-Persian-Gulf（2019年 3月 14日アクセス） 
23 2019年 1月 5日付 Teheran Times、“15 Kosar jets to join Iran Air Force in 3 years: cmdr.” 
 https://en.mehrnews.com/news/141204/15-Kosar-jets-to-join-Iran-Air-Force-in-3-years-cmdr 
（2019年 1月 5日アクセス） 
24 2019 年 2月 17 日付 Teheran Times、“Iran unveils new submarine armed with cruise missiles.”  
https://www.tehrantimes.com/news/433066/Iran-unveils-new-submarine-armed-with-cruise-missiles 
（2019年 2月 17日アクセス） 
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2017 年 5 月のトランプ大統領のサウジアラビア訪問に際しては、アメリカとの間で総
額 1,100億ドルに上るアメリカ製兵器の購入で合意している。サウジアラビアがアメリカ
                                                        
25 2019年 2月 24日付Mehr News Agency、“Ghadir submarine successfully launches cruise missile.”  
https://en.mehrnews.com/news/142826/Ghadir-submarine-successfully-launches-cruise-missile
（2019年 2月 24日アクセス） 
26  2017 年 10 月 9 日付 Teheran Times、“IRGC Navy holds maneuver in Persian Gulf.”  
https://www.tehrantimes.com/news/417441/IRGC-Navy-holds-maneuver-in-Persian-Gulf（2017 年
10月 9日アクセス） 
27 2018年 12月 31日付 Teheran Times、“IRGC plans to develop speed boats with stealth technology.” 
https://www.tehrantimes.com/news/431345/IRGC-plans-to-develop-speed-boats-with-stealth-
technology （2018年 12月 31日アクセス） 
28 開発の当初はロシアや北朝鮮の技術支援を受けたとされる。 
29 2016年 10月 13日付 Reuters News、“Russia completes delivery of S-300 air defense missiles to 


















































                                                        




































5 月 10 日、アメリカは地対空ミサイル・パトリオットの部隊の中東派遣を発表。パト
リオット部隊の派遣はアメリカの空軍基地の防衛のためであるとされた。 
5月 12日、アメリカが米本土のルイジアナの Barksdale空軍基地から派遣した B52戦略
爆撃機部隊がカタルのウダイド空軍基地に到着した。B52 は、アラブ首長国連邦にも到
着しているようであるとの報道。 
同 12 日、サウジアラビアの 2 隻のタンカー、ノルウェーとアラブ首長国連邦のタン
カー、合計で 4 隻のタンカーがアラブ首長国連邦のフジャイラ沖で、機雷によるものと
思われる攻撃を受ける。4隻の船腹・船底に穴が開くなどの被害が生じた。 
5 月 14 日、サウジアラビアのリヤード西方の東西パイプラインの原油ポンプステー
ション 2か所が武装ドローンの攻撃を受けた。火災が起きたが鎮火。 
5 月 16 日、アメリカの空母エイブラハム・リンカーンの打撃群がホルムズ海峡近くの
オマーン湾に到着し、配置についた。 
5 月 24 日、トランプ大統領は中東地域へのアメリカ軍兵士約 1,500 人の追加派遣を表
明した。 
6 月 12 日、ホルムズ海峡の近くのオマーン湾でタンカー2 隻が機雷によるものと思わ
れる攻撃を受けた。 
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6 月 17 日、アメリカ国防総省はパトリオットミサイル部隊、有人・無人の監視機部隊
を含む 1,000人の人員を中東に追加派遣することを発表した。 









Defense Manpower Data Centerの統計を使用した。同統計の最新版は 5月初めに公表され







した。ボルトン大統領補佐官が空母の派遣を発表したのは 5 月 5 日のことであった。実
際には、空母エイブラハム・リンカーンの打撃群がアメリカ本土の母港（ノーフォーク
海軍基地）を出港したのは 4月 1日であった。出港の目的は、第 5艦隊（ペルシャ湾・東
インド洋担当）、第6艦隊（地中海・欧州担当）、第 7艦隊（西太平洋・インド洋担当）
との協力であるとされており、過去の派遣と同様に、ペルシャ湾に行き、当時ペルシャ
湾で配置についていた空母 John C. Stennis（ジョン・C・ステニス）と置き換えることが
目的であった。エイブラハム・リンカーンは、4 月 15 日にはジブラルタル海峡を通過し
地中海に入っている。地中海では、ペルシャ湾からアメリカ本土に帰港中であった空母
ジョン・C・ステニスとの合同演習などを実施している 32。その後、エイブラハム・リン
カーンは 5月 9日にスエズ運河を通過し 33、5月 16日頃にオマーン湾に到着し配置につ
いている。 
以上のエイブラハム・リンカーンの軌跡は、ボルトン大統領補佐官が空母の派遣を発
表した 5 月 5 日には、エイブラハム・リンカーンは、すでにアメリカ本土を出港しペル
シャ湾方面に向けて移動中であったことを示している。エイブラハム・リンカーンの派
遣は、アメリカ軍のローテーションに沿って、前任の空母ジョン・C・ステニスと入れ
                                                        
32 空母エイブラハム・リンカーンの動向に関する以上の情報は、空母エイブラハム・リン
カーンのフェイスブックの公式ページより取得した。https://www.facebook.com/USSLincoln/ 
(2019年 6月 30日閲覧) 
33 2019 年 5 月 19 日付 Reuters News、“US carrier to deter Iran passes through Suez Canal”、 
https://www.reuters.com/article/us-usa-iran-suezcanal/us-carrier-to-deter-iran-passes-through-suez-
canal-idUSKCN1SF163 (2019年 5月 9日閲覧) 
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アメリカは 2018年 12月 17日に、ワスプ級強襲揚陸艦 Kearsarge（キアサージ）の即応
艦隊（Kearsarge Amphibious Ready Group）を母港のノーフォーク海軍基地からペルシャ




















                                                        
34 2018年 12月 17日付のU.S. Naval Instituteのホームページの広報、“Kearsarge ARG, 22nd MEU 
Depart Norfolk For Deployment”、 https://news.usni.org/2018/12/17/39699（2019年 5月 19日閲
覧） 
35 2019 年 5 月 19 日付のアメリカ海軍のホームページの広報、“Abraham Lincoln CSG and 
Kearsarge ARG Conduct Joint Operations in U.S. 5th Fleet”、 
 https://www.navy.mil/submit/display.asp?story_id=109633（2019年 5月 19日閲覧） 
36 空母エイブラハム・リンカーンがホルムズ海峡を通過してペルシャ湾に入らないのは、イ
ランの対艦ミサイル攻撃を警戒しているためと考えられる（7 月 18 日現在オマーン湾に滞
在）。空母がミサイル攻撃で被害を受けることがあれば、アメリカの軍事的な威信は大きく
傷つくことになるからである。 
37 その後、Boxer 強襲揚陸艦の即応艦隊がオマーン湾に到着し 7 月 18日にホルムズ海峡を通
過してペルシャ湾に入っている。ホルムズ海峡通過時に接近してきたイランのドローンを
撃墜している。Boxerは 4万 0,720トン、即応艦隊は人員 4,500人、母港サンジェゴ。 
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（2019年 7月 11日脱稿） 
 
 
